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【災害廃棄物発生量推計】

水害では，家具や家電等の家財が浸水により廃棄物となったものが多く排出され，地震で

は，家屋が損壊し，木くず，コンクリートがら，鉄骨，壁材，断熱材，瓦，スレート，石膏ボ

ード等の構造部材が廃棄物として排出されるため，災害に応じた推計を行う。

◆発生量の推計は，仮置場の設置や災害廃棄物の処理計画等に影響するため，重要であ

る。建物の被害棟数を把握し，発生原単位を用いて推計する。

◆処理の進捗に合わせ，実際に搬入される廃棄物の量や，被害状況の調査結果に基づき，

発生量推計の見直しを行う。

表８-１ 災害廃棄物の発生量

※発生原単位は，災害廃棄物対策指針技術資料（環境省，平成26年３月）１-11-１-

１ を参照。

※火災の場合は全壊の原単位に，残存割合を乗じて算出する

（木造１-0.34，非木造１-0.16）。

区分 被災棟数・世帯数 発生原単位 災害廃棄物量

地
震

全 壊

木 造 275棟 117ｔ/棟 32,175ｔ

非木造 65棟 117ｔ/棟 7,605ｔ

合 計 340棟 － 39,780ｔ

半 壊

木 造 890棟 23ｔ/棟 20,470ｔ

非木造 211棟 23ｔ/棟 4,853ｔ

合 計 1,101棟 － 25,323ｔ

合 計 1,441棟 － 65,103ｔ
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表８-２ 地震による災害廃棄物の組成割合と発生量

※混合割合は，災害廃棄物対策指針技術資料（環境省，平成26年３月）１-11-１-１を

参照。

項目 種類別割合（％） 発生量（ｔ）

全 壊

可燃物 18 7,160

不燃物 18 7,160

コンクリートがら 52 20,686

金属くず 6.6 2,626

柱角材 5.4 2,148

合 計 100 39,780

半 壊

可燃物 18 4,558

不燃物 18 4,558

コンクリートがら 52 13,168

金属くず 6.6 1,671

柱角材 5.4 1,368

合 計 100 25,323

合 計

可燃物 － 11,719

不燃物 － 11,719

コンクリートがら － 33,854

金属くず － 4,297

柱角材 － 3,516

合 計 － 65,103
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鹿児島県災害廃棄物処理計画における算出方法

（平成27年を基準年として算定）

以下，「鹿児島県災害廃棄物処理計画」より
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